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１．研究計画の概要 
 

 本研究では対象を特に“子ども”に絞っ

て、展示という博物館がもっとも得意とする

メディアを活用して、自然への興味を喚起す

る方法を研究し、自然史博物館にふさわしい

展示を開発することを目的とする。子どもと

フィールドとを結び、自然史科学への入り口

となるような展示プランを作成して成果と

する。 
博物館における学習は、子どもの学習の主要

な場である「学校」とは、非日常の場であること、

学習を強制しない（学習者の主体性に負う）こと、

学芸員は自然史の専門家で、必ずしも教育者

ではないこと、対象を限定しないこと、などの点

で異なる。 
また、自然史博物館にふさわしい展示は、楽

しさを求めた子ども博物館の展示や、理解する

ことを優先した科学館の展示とは異なるはずで

ある。それは、自然史博物館のバックグランドが

自然（フィールド）であり、そこで行われる展示活

動の目標は、見る人へ自然史の魅力を伝え、自

然（フィールド）へ誘うことであるからだ。 
 自然から学芸員が子ども達に伝えたい“こ

と”や“もの”を選択することが本研究の初

期の段階において、大変重要な作業になる。

それらは自然の中、または自然と接するため

にキーとなるような“こと”や“もの”で、

切り取られて博物館の展示となっても、魅力

的でなければならない。 
研究代表者と分担者はそれぞれが得意と

するフィールドから、自然の重要なキーとな

る部分を切り取り、持ち寄り、仕掛けを仕込

んだ展示案を創る。 

試作品は主に特別展に併せて展示し、行動

観察の手法で展示の有効性を評価し、必要で

あればインタビューを実施し、改良を重ねた。 

本研究では予算の上からも、当館の状況か

らも、実際の展示を展示室に作り込むことは

できないので、試作品と展示設計書あるいは

展示計画書をもって、研究結果とする。 
 
２．研究の進捗状況 
 
 H20～22 年度は海外を含めた、他館におけ

る先行事例の調査を実施した。展示のテーマ

や展示室の状況、展示品、装置について情報

を収集し、効果を分析した。 
H22～23 年度からは、特別展で展示品・装

置の一部を試作した。展示見学者の観察を主

体にした、試作展示の評価を行い、インタビ

ューやアンケート調査と合わせ、展示の効果

を検討した。 
H23 年度は、特別展で展示品・装置の一部

を試作する。平行して子どものための展示室

全体の設計図と模型を作製する。 
(1) 既存の子どものため展示の視察 
博物館のジャンルを問わず、国内と北米、

西欧の館園を視察した。それらの館で行われ

ていた展示手法を大別すると、次のような物

であった。①古典的な手法：スタンプラリー、

模型やジオラマには関心が高い。②テクノロ

ジーによる手法：CG を用い、各種センサー

を備えた最新インターフェイスを駆使して、

目新しさとおもしろさを追求するもの。③ハ

ンズオン展示：来館者に積極的に関わるかど

うかは別として、インタープリターを配置し
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ており、無人かそれに近い子どものための展

示はみられなかった。 
(2) 特別展における展示の試作・検討 

 H21 年度は特別展「木の洞をのぞいてみれ

ば」において、３つの体験的展示「樹洞であ

そぼう！」を制作した。①特別展のメイキン

グ画像のスライドショー。②ムササビ他全 4
種類のぬり絵を行い、持ち帰ってお面を作れ

る。③ムササビの視線で撮影した映像を、着

ぐるみを着て見る、疑似飛行体験。作業やお

土産は動物観察や生態への関心を導いた。 
 H22 年度は特別展「日本列島 20 億年」に

おいて、日本列島が、異なる時期の付加帯や

変成岩体が帯状になったものから成り立っ

ていることを、ダイヤブロックを使って表現

し、理解を助ける試みとした。また、日本地

図をブロックで表現する体験コーナーを実

施した。人を引きつけ、理解を助け、親子の

コミュニケーションを促すことに有効な展

示となった。 

 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している 
 当初計画していた動物園等との連携が、互
いの時間的制約などから遅れているが、それ
以外はおおむね順調に行われている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
(1) 他博物館等における“子どものための展
示”事例調査とこれまでの調査のまとめ 
(2) 当館における“子どものための展示”の
実践とその評価 
(3) 調査結果の反映（題材、説明、画像・音
声装置、手法、照明、色使いなど） 
(4) “子どものための展示”展示計画の策定 
 最終年度の４年目は他館の実例調査を補
足程度に縮小し、“子どものための展示”の
実践と展示計画の策定を行う。調査結果のま
とめ、実践評価の活動は継続して実施する。 
 研究チーム内では事例調査の報告会を兼
ねて、展示手法についての勉強会を開催する
ことで、情報の共有化を図ってきたが、今年
度も継続する。同時に自然から何をどう切り
取り、どのように伝えるのかについて、分担
者や協力者たちと議論し、考え方を共有する
機会を多く持つ。 
 大島・広谷は、「からだの秘密」をテーマ
に、動物化石・動物標本・生体・生態などを
つなぐ・動物園・博物館の展示プランを策定
する。 
 田口・石浜は「水と大地」をテーマに流体・
堆積物・環境をつなぐ博物館の展示プランを
策定する。 
 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計 1 件） 
石浜佐栄子・大島光春・広谷浩子・田口公則
．塗り絵をコミュニケーションツールに使っ
た子どものための展示について―2009年度
特別展における「ぬりえdeおめん」コーナー
の実施報告―．神奈川県立博物館研究報告（
自然科学）39号．査読無．2010．45-52. htt
p://nh.kanagawa-museum.jp/kenkyu/bullet
in/39/bull_39-6.pdf 
 
〔学会発表〕（計２件） 
大島光春・田口公則・石浜佐栄子・広谷浩子．
自然史博物館における子どものための地学
展示を考える．日本第四紀学会 2010 年大会．
2010 年 8 月 22 日．東京学芸大学． 
石浜佐栄子．砂の安息角を利用したおもちゃ
「玉砂舞楼」～自然の法則の美しさを伝える
教材の開発～．日本地学教育学会第 64 回全
国大会．2010 年 8 月 22 日．鹿児島大学． 
 
〔図書〕（計０件） 
 
〔その他〕 
研究報告などの刊行物や過去の特別展の様
子は、生命の星・地球博物館の HP で公開中。 
特別展
<http://nh.kanagawa-museum.jp/event/tok
uten/index.html> 
刊行物 
<http://nh.kanagawa-museum.jp/books/ind
ex.html> 
大島光春．子どものための展示を考える．自
然科学のとびら．15巻3号．2009．23-24．h
ttp://nh.kanagawa-museum.jp/tobira/15-3/
5oshima.pdf 
 


